平成20年度地震防災訓練概要（新宿駅西口地域）
新宿駅西口地域における主な訓練内容（図１参照）

主　　体：新宿駅周辺滞留者対策訓練協議会（資料１参照）

実施日時：平成２０年10月22日（水）　午後1時30分～4時

実施規模：約　２,０００名（予定）

想定地震：実施日の午後１時３０分に、都内で震度６弱以上の地震が発生

規模：M７.３、 震源地：東京湾北部、 深さ：30～50㎞、 風速：15m/秒

主な訓練内容と場所

①　超高層ビルの発災対応型訓練・傷病者対応訓練（工学院大学新宿校舎）

②　新宿駅西口地域本部の災害情報受発信訓練（工学院大学新宿校舎）

③　駅周辺滞留者・災害時要援護者の避難誘導・受入れ訓練（新宿駅西口地下広場、西口イベントコーナー周辺、新宿ファーストウェストビル前→工学院大、都庁議会棟１階→新宿中央公園）

④　学生ボランティア活動・体験型訓練（新宿中央公園、都庁議会棟１階）

謝辞：本訓練は文部科学省・新たな社会的ニーズに対応した学生支援プログラムの採択事業「いのち・つなぐ・ちから」、文部科学省・学術フロンティア推進事業「地震防災および環境共生に関する新技術の応用研究」、および国土交通省・建設技術研究開発費補助金「首都圏震災時における帰宅困難者・ボランティアと地域住民・自治体との協働による減災研究」と連携して実施しています。
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図１　新宿駅西口地域における平成20年度地震防災訓練概要

（謝辞：ベース地図はMapFanWeb（http://www.mapfan.com）を利用させて頂きました）
訓練詳細内容について
○工学院大学新宿キャンパスにおける防災訓練（訓練①②）
取材・見学の場合、13時までに工学院大学新宿校舎１階の受付にお越しください（13:30～14:30まで全エレベータが停止します）。館内の取材は自由ですが、腕章を付けるようお願い致します。
・超高層ビルの発災対応型訓練：14階以上の高層階フロアで発災対応訓練（初期消火・重傷者対応など）、避難訓練、安否確認訓練を実施します。同時に２階Job Station前にて災害対策本部による活動訓練（災害状況把握・安否確認・帰宅困難者対応など）を実施します。本部では緊急地震速報やリアルタイム地震観測システムを活用したパニック防止などの緊急対応訓練（協力：防災科学技術研究所、ABSコンサルティング）、リアルタイム避難状況把握システムによる避難状況の把握（協力：情報通信研究機構）、防災拠点用情報システムによる本部の対応進行状況や他の防災拠点における状況把握（協力：消防庁消防研究センター）、緊急対応マニュアルの運用確認（協力：災害リスクマネジメント研究所）なども実施します。
・西口地域現地本部活動訓練：１階フロアにて区・都の職員・地域事業者が連携して現地本部を立上げ、新宿地域、八王子地域、首都圏広域の被災状況や交通情報、JRや私鉄各線から入手する運行情報など様々な被災状況を取りまとめ、西口地域の各事業者や駅前滞留者への情報提供などの訓練を実施します。本部では詳細な新宿及び八王子地域の震度情報の提供（協力：(株)ティージー情報ネットワーク）、Web GISによる情報共有システム広域な被害状況の把握（協力：大妻女子大学、星稜女子短期大学、(株)インフォマティクス）、なども実施します。
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図２　主な訓練の流れと会場

・傷病者対応訓練：１階フロアにて応急救護所を開設し、傷病者の受入れ・自主救護活動や搬送、新宿消防署・中野消防署・東京DMAT・東京医科大学病院・新宿消防団・学生ボランティアの協働によるトリアージ訓練を実施します。

・災害時要援護者受入れ訓練：学生ボランティアによる地下１階フロアにて災害時要援護者の受入れ対応訓練を実施します。
・広域情報共有訓練：長距離無線LANを用い、工学院大学新宿・八王子キャンパス・新宿区役所・新宿中央公園を結ぶ非常時通信網を構築し、八王子等の広域情報の共有訓練を実施します（協力：消防庁消防研究センター、(株)理経）。
・体験型訓練・講演・展示など：STEC広場、地下１階から５階までの各会場で初期消火訓練・救命救護訓練・炊き出し訓練・起震車体験・171体験・ロープ訓練など様々な体験型訓練や展示を実施します（協力：新宿消防署、日本赤十字社、新宿区、日本光電、損保ジャパンリスクマネジメント(児島氏)、東京医科大学病院、(株)ティージー情報ネットワーク、損保ジャパンちきゅうくらぶ、警視庁、NTT東日本）。

○駅周辺滞留者・災害時要援護者の避難誘導・受入れ訓練（訓練③）
取材・見学の場合、13時までに工学院大学新宿校舎１階の受付にお越しください。避難誘導訓練は公道を利用した訓練ですので、取材の場合、通行人の妨げにならないよう、ご注意お願い致します。本訓練は工学院大学学生・教職員が下の３つのグループに分かれ、駅周辺滞留者や災害時要援護者・介護者役となり、災害時要援護者の一時受入れ施設である工学院大や都庁議会棟１階、広域避難場所である新宿中央公園までの避難誘導や受入れ訓練を実施します。
・グループ１（災害時要援護者・介護者役50名参加）：新宿駅西口地下広場（北側：13:30開始）→北側地下道→新宿中央公園
・グループ２（災害時要援護者・介護者役50名参加）：新宿駅西口地下イベントコーナー（北側：13:30開始）→南側地下道→工学院大学（要援護者受入れ）

・グループ３（災害時要援護者・介護者役50名参加）：ファーストウェストビル東側敷地内（13:30開始）→ふれあい北側歩道→都庁議会棟１階（要援護者受入れ、都職員との協働による学生ボランティア等32名参加）→新宿中央公園
○学生ボランティア活動・体験型訓練（訓練④）
(1)都庁議会棟１階：13：30から14:30頃（※訓練に進行により多少時間が前後します）
都職員と学生ボランティアの協働による訓練③における要援護者役のグループ３の受入れ訓練です（飲料水・トイレ・情報提供など）。
(2)新宿中央公園：14：30から16時頃（※訓練に進行により多少時間が前後します）
訓練内容および協力機関：

①四谷消防署：初期消火訓練（水消火器）、応急救護訓練（三角巾）、煙体験

②新宿区・NTT東日本：区職員と学生ボランティアの協働による駅周辺滞留者に対する情報伝達、災害情報の収集・伝達、仮設トイレの設置訓練、怪我人の搬送訓練、ロープ訓練、照明設備の設置、NTTの協力による仮設電話機の設置、171訓練などを行ないます。
※雨天時は、規模を縮小して都庁11号街路下および工学院大学内で実施します
問合せ先

工学院大学・広報部、または建築学科：久田・村上（訓練担当）　電話03-3342－1211（代表）
長距離無線LANによる非常時通信








工学院大学八王子キャンパス


・情報受発信訓練（八王子地域情報）


大妻女子大学・


星陵女子短期大学


・情報受発信訓練（広域情報）








新宿駅


・駅前滞留者誘導訓練など


・情報受発信訓練（運行状況など）








新宿区役所・東口現地本部


・情報受発信訓練





東京医科大学病院（工学院大内仮設置）


・傷病者対応訓練（２次トリアージなど）





東京都議会棟１階


・災害時要援護者受入れ訓練


・学生ボランティア活動訓練





新宿中央公園


・角筈特別出張所・現地本部


・西口地域・情報提供拠点


・学生ボランティア活動訓練


・体験型訓練





工学院大学新宿キャンパス


・超高層ビル発災対応型訓練


・西口地域現地本部活動訓練


・傷病者対応訓練（トリアージなど）


・災害時要援護者受入れ訓練


・広域情報共有訓練（八王子など）


・体験型訓練・講演・展示など








展示・デモ


３階アーバンテックホール


講演型・学習型訓練


５階・６階教室など





体験型訓練


地下１階：AED・心肺蘇生


１階：起震車・消火器・応急救護・炊出しなど


４階：煙体験





災害対策本部（２階）





西口現地本部・傷病者対応訓練（１階）





安否確認訓練


被災状況確認訓練


（５～８階）








避難訓練（健常者・傷病者）





発災対応型訓練（9, 12階以上全フロア）








